
今学期も５月初旬から中旬にかけて，授業

評価アンケートが実施され，アンケート結果

と,これに対する教員の「所感と対応」が電子

シラバス上に公表されている。

本年度のＦＤキャンペーンは，「授業と学

修の協働改善―2つのマインドと 7つのスキ

ル―」ですが，この趣旨を理解してもらって，

この機会に,「授業の組立ての見直し」，「授

業への取組みの見直し」をお願いしたい。

アンケート項目は、(1)緊張感のある授業に

なるような工夫，（2）法曹を目指すモチベ

ーションが高まるような工夫，（3）基本的

な知識を修得させるための工夫，（4）法的

思考力を涵養するための工夫，（5）事実を

把握・分析する能力を涵養するための工夫，

（6）法的議論をする能力を涵養するための

工夫，（7）創造的思考力を涵養するための

工夫，（8）法的文書作成能力を涵養するた

めの工夫である。この 7つの項目は，おおむ

ね，2つのマインド,7つのスキルに対応して

いるものである。

学生は,各項目を 5 段階で評価する。1（そ

う思わない)，2(どちらかといえばそう思わな

い），4(どちらかといえばそう思う），5（そ

う思う）。3（ふつう）という選択肢はない

のが，このアンケートの特徴である。

また，授業においては，各項目は学年（講

義科目,演習科目,総合問題演習科目,基礎法学

科目,展開先端科目）ごとに力点の置かれ方は

異なっている。1 年次配当の科目だと，項目

の（3）（4）が重視され，問題演習科目だと

（4）（5）（7）などが重視される。詳細は,

「鹿児島大学法科大学院において最低限修

得すべき内容」（ニューズレター45 号）を

再度みてほしい。

アンケート結果集計表の数値をみると，極

端に数値の悪い科目はみられない。各科目,

各項目ともおおむね 4（どちらかといえばそ

う思う）以上の数値になっている。多くの科

目で,学生の理解度をチェックしながら，授業

進行が行われているからであろう。

・「基本的な法的知識の習得を主目的とし

た講義形式にしたが，できるだけ質問機会を

多くした。必ず授業では質問して，答えさせ

た。少人数なので，その点はやりやすい。」

（憲法Ａ「所感と対応」項目（1）へのコメ

ント），「授業では，教科書的な一般的説明

ではなくて，できるだけ事例・設問形式でレ

ジュメをつくり，説明するように工夫した。」

（憲法Ａ「所感と対応」項目（5）へのコメ

ント）

・「本授業は，民訴法の基礎理論教育の第
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●刑事手続懇談会への参加について

5月 14日(火)に鹿児島地方裁判所で開催された刑

事手続懇談会に、本学の刑事系研究者教員３名（南、

上原、中島）が参加しました。

この会合は、鹿児島の地方裁判所、地方検察庁、弁

護士会の法曹三者が、刑事手続の運用に関する様々な

問題について意見交換をするために開催されているも

のですが、本年度より、法曹三者のご厚意により、大学

から研究者の参加もお認めいただき、同席させていた

だくことになったものです。

当日は、捜査、公判前整理、裁判員裁判などに関係す

る具体的かつ実務的な問題について意見が交わされ、

本学の研究者教員にとっては、日頃の理論的な考察の

中ではあまり検討しない実務の運用面を学ぶことがで

き、また、そのような運用に対する理論的なアプローチ

を検討する絶好の機会となりました。

理論と実務の架橋をテーマとする法科大学院におい

ては、研究者教員による日頃の研究活動も、実務の動

向を常に意識したものでなければなりません。地域の

法曹界との交流を深めながら、そこで得た知見を法科

大学院での教育内容にフィードバックしていきたいと

考えています。

なお、民事法分野においても、裁判所と弁護士会によ

る同様の会合に本学の研究者教員が参加させていた

だいています。

●第１２５回日本労働法学会が鹿児島大学にて開

催される

過日５月１９日（日）、本学郡元キャンパスにて第１

２５回日本労働法学会が開催されました。

労働法の研究に携わる者の相互協力の促進と、その

研究成果の発表を目的とする全国規模の大会として

開催されたこの学会には、のべ４００名に近い研究

者、弁護士等実務家、そして労働行政の担当者などが

出席し、３つのシンポジウムの会場と懇親会場にて議

論と社交を繰り広げました。

同日は本学学長前田芳實先生が本研究科のアピー

ルを含めた挨拶を行ったほか、研究科長米田憲市も懇

親会等で地方の法科大学院の存立意義と機能役割を

（日本労働法学会 第１２５回大会の模様）

熱く語りました。

同大会では、無償ボランティアによる事務サポート

スタッフが大活躍。地元社労士会の先生や、各大学か

ら好意で集まった教員らが、来学者へのサポートとお

もてなしに力を注ぎました。

●ＦＤ活動／平成２５年度前期［中間］授業評価ア

ンケートおよび授業収録の実施

ＦＤ活動の一環として、5 月７日～１３日まで、平成

２５年度前期［中間］授業評価アンケートが実施されま

した。アンケートは実施後、速やかに集計され、各担当

教員へ集計結果が送付されました。また、各教員によっ

て、結果に対する「所感と対応」も作成され、ウェブシラ

バスを通じて学生へ公開されています。

次に、同じくＦＤ活動の一環として、６月３日～２０

日まで、平成２５年度前期授業収録が実施されまし

た。学期に１度、各授業の映像収録は行われ、その映像

は映像配信サーバーによりインターネット上でいつで

も視聴できる体制が整えられています。これにより、各

教員は自己の授業または他の教員の授業を視聴する

ことで、授業の改善点や成功している点を自ら点検し、

また、他の教員の授業運営に学ぶ機会として役立てら

れています。

●鹿児島大学法学会 講演会の開催

６月１９日午後１時より、法文学部１０４号教室にお

いて、鹿児島大学法学会主催の講演会が行われまし

た。講師として、鹿児島県弁護士会副会長の田中佐和

子先生をお招きし、「女性弁護士の仕事の現状」をテー

マに講演を行っていただきました。



1 段階と位置づけられるものなので，百選掲

記の判例を参考にして簡素化された事例問

題を題材に，民訴法上の主要な論点につき妥

当な回答を導く思考回路を設計するトレー

ニングを旨とする。もちろん，思考回路の検

討にあたっては，その前提として，基本的知

識を正確に理解していることが必須。したが

って，その意味で，本項目の重視度は高い。

かかる点への配慮から，電子シラバス上に

「論点と考えるヒント」として，思考の過程

の整理に資すべく，検討考察のための一応の

モデルが提示され，学修すべき知識の領域な

どがヘッドラインとして示されている。受講

生各位においては，それをテキスト／百選等

で確認する作業を尽くして授業に参加しさ

えすれば，設問に対処するにあたって，その

前提を踏まえることができ，議論の行方を見

失い，大きく逸脱するリスクは回避できるの

ではないか。本項目の評価は，凡そこのよう

な認識が受講生にも共有されている結果で

はないか。」(民訴Ａ「所感と対応」項目（3）

へのコメント）。「授業設計者側の意識とし

ては，百選掲記の判例法理の解明や，設問の

検討考察の筋道を理解するための，受講生と

の議論，質疑応答を急ぐことなく，相当程度

の時間をかけて丁寧にしようという部分が，

昨年度と異なっている（ただ，その副作用と

して，授業の進行は例年に比して遅滞気味で

あるが）」(民訴Ａ「所感と対応」総評から）。

ただ，自由記載欄にコメントを書いてくれ

る学生がやや少ない(積極的に評価するコメ

ントが多い。板書の字を丁寧にというコメン

トもある。）。もう少し,アンケートを書く時

間をゆったりととる必要があるのかもしれ

ない。

今回のアンケート結果をみると，今学期の

授業は,「法曹に必要なマインドとスキル―鹿

児島大学法科大学院が養成する法曹―」（ニ

ューズレター45号，「修学の手引き」参照）

にそって，授業が組み立てられ,学生の授業へ

の取り組みがしっかり行われているように

思われる。ただ，数値が良好であるからとい

っても，授業の組立て・内容の改善に向けて

継続した工夫は必要であるし，学生も，定期

試験でしっかりと結果をだせるよう引き続

き努力してほしい。

「所感と対応」はしっかり読んで，授業

への取り組み方を再度，考えてほしい。特

徴的な所見を紹介しておきたい。

采女博文（ＦＤ委員）

平成２５年度前期［中間］授業評価アンケート

「集計結果一覧」および「所感と対応（抜粋）」

※下が授業評価アンケートの集計結果一覧

（択一式質問部分）、右が集計結果に対して担

当教員が作成した「所感と対応」の抜粋です。
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